
















































〒319-12 TEL 0294-54-1377 
茨城県日立市石名坂町 119-5 203 

服部憲ー はっとりけんいち

(BS京都第38団OB・入団以来ヤンチゃをして迷惑をかけた）
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〒651・11 TEL 078-594-3277 
兵庫県神戸市北区市栄台 5丁目13-14

原因彦和 はらだひこかず

(B S京都第4団・元育成会長）

1小川先生から学んだことj

小川先生めスカウト庭が60年余と拝見しましたが、私自身を振り返ってみる

その三分のー近くをお手伝いさしていただいたことになる．

その間四回にもtlJあり谷ありでいろいろなことがあったが小.Jll先生が外見t副享

な風貌ながら内には不倒不屈の闘志をもって乗り切って来られたお姿を拝見し

て何かのお役に立てばと思いお手伝いを続けた次第である．

政初は息子がスカウトとしてお世話になったが、先生の人材育成法を拝見して

払自身がそのファンとなり．先生のスカウト指導方法から沢山のことを勉強さ

していただいた．その中て今私が最も感Ml，を受けたのは

「ーーノ＼会伝きの出 来る人！習になオ1 」

と教えてこられたことである．簡単な事に思えるがよく考えてみるとなかなか

難いにとである．自分の回開立制？で探し、方法を自分てで考え．それを自分

で実行する能力を身に付けること．その過程での失敗、後折はあゥてもそれを

乗り越えることがその人の将来に大きなプラスとなると教えられました．

社会人になっても総坊にあっては上司、家庭にあっては綴の命令や保護がなか

ったら何をしたらよいのか分からない そして何も出米ない、今風に言うなら

I支子楠ち人間Jが如何に多いよとか．

今や世界の中で先進国に仲間入りした日本には見習う図はなく、全ての箇で独

自の道を切り開いていかな4げ1ばならない．そのためには日本の将来を背負う

若い人カ＞t;IJ造的開発能力を養うことが必要であると思います．

今までの日本の学校教育は基礎教育としては新面されるカ唖一的規絡入閣をつ

くる弱点のあることを早くから指摘されたことは敬服すべきことである．

過去に於て長休寺スカウトとして小Jll先生の教えを受けた入、現在スカウトで

ある人逮がこの偉大なる教えを無にせず社会に貢献していただきたい．
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干615 T且075-87ト6709
京都市毛T京区梅津上出町 6-77

堀場長造 lまりばしんぞう

｛スカウトリーター1年生担任の先生・京都第13団在鰭）

〒610・0l TEL 077 45-4-0644 
京都府城陽市平川広田 27-12

細 圭 子 lまそ けいこ

（先生との関係一期一会・Aし丁）

今は普.ll'l1百27年 桜t色隠が発足 ~年．弘がt,(r.£第 I 31聖に入隊 it 斗~区になったのが昭和29lf..

;r. l回N・J 経井沢が昭和311手 上競

買12自N J あいIf野が昭和34.lf. 副長繍

昭細35年6118日～l2自 耳目40回京遠路務者講習会於畏休守主任！－~小川玄涜先生
昭和36年411 !111 3f!l少年除隊長（ 2 I~｝ 

何年HIl 28～昭和37年4月28迄北斗地区伝導者研修会於長体寺小川先生主健

当時は長期間それも資斜らしきものは少なく、先生自身の手作りでした．

大変ご苦労されたと存じます.4図本ffi!へはよく滋いました．

2耳3回N.J （アジアJ）朝寝高原、昭和37.1芋を終えて8月2l日～2

6日 東海;fl6期実習所（ 1岐Ii'..mi上｝＼：幡｝
と、まあこんな調子ですから．災に私がスカウアーとしての第l渉が先生

との出会いであつます．あの独特の低いMり調子に一生懸命、耳そばだてま

した． ソングは私の方が上手でした．

札の11<キャンポリー経験者の一人と して先生からの訓育は今も生き続けて

いるつもりです..Jliがl3隊｛昭和25年10月発像｝穣備隊の一審3置に、八

木． 銅山、細川各先生と小川先生が金光教問線教会へ来られました．暑い夏

目だったそうです．先生が桜井直f~隊委員長に 『 ボーイ スカウトはlJl隊とは

ちがいますよ』と言われたそうです．思い出話のいろいろが魯けなくて申し

訳ありませんが、こんな古い奴もまだ頑張らなくてはと思っています．

お通夜の8.LTtl きました rちかい 』 生涯大切に~します．少しでもご恩返

しが出来ますようにどうぞお守り．お場き下さい． A. 帯
広:a .. ,.. 

あれからもう 7年近くにもなります。小川先生のことをよく耳にするよう

になった時分に隣4復された、玄務ジャンボリーに参加して「あっ、あの方が
小川先生！ Jと、本当にびっくりしてしまいました 一一 。

それは、私がまだ若葉マークのリーダーの頃の、 5～60人も集まったあ

る議演後のパーティでのことでした。

会員の自己紹介も終わり歓談の符問になった時、ずっと前の万の席にいら

っしゃった一人の老紳士が回って釆られ、隅っこで小さくなっている私に話

しかけてくださいました。篤いたことに、私の自己紹介の事を話題にされた

のです。私はといえば、自分の番がすんでほっとして、誰がどんなことを話・

したか顔を覚えるどころかうわの空でしたのに。その時私は、後裁への援し

方にも人絡の現れることをしみじみと教えられました。

心に深〈残っていたその老紳士が、小川先生だったのです。

ヅャンポリーでは、一緒に参加していた息子が丁度20オの誕生日で、プ

レゼントっきで皆様に祝っていただきました。後で、先生に息子の脊て方を

ほめて頂き、とても熔しかったのを覚えています。

それからしばらくして、月の輪組の集会の計画を持って先生の家を訪問す

る中川さんにおねだりしてついて行き、そばで話を聞かせていただきました。

その後の、一つひとつ例をあげての実践的なスカウティングの話に夢中に

なって、おいとまするのを忘れてしまうほど長居をしてしまいました。

本当はもっと何回も何回もお伺いしたかったのにーー

でも、私にとってあの時のお話は心の宝です。

昭和35:!Jミ6月8日～128 於長休寺にの写真司場所ι現在プレハプが縫っ3
-so- F
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〒830 TR的42-43-4904
福岡県久留米市御井町 536水稲守

阿 聴子 ほとりとしこ

（大谷スカウト・GS福岡第5団・親威になり皐くからGSに係る）

也抱lでとれた（（＼そ分けてむらい、野~むお・米も近所にnい出しに行きまし

た1先生が和船をかりて殺っておられますと 、 ~t；・イの人速が撚って車内をtt

めようなんて，？「てE長いでおりましたιとも思いでの つです匂

u、は昭和12.1：；匂.t((iJ・ー，レ／Jイド、均ールス.，，ワ 1・ti)if>. ？.：－’＇1V~ tり読むよ
っ！こJわれ、常込幼推｜自11C-允l・H鈍しました／干のよ・， f{.7/ ・ールえ刀ウトI)）組

織もはく、ただボーイ λ11ウトの本や歌集：専売タ：高にしてや今てお灼まし

た、：常主主幼稚1-:111え~I、O) N(3とが好：めた~Jifft闘ですが、x:が＇•＇·.il!f主主しま L たので、

判官iの方）iから微妙j宅一号けて続いておりましたnボーイスカワト も幼併t胎！

で2民会をしてありました州

ボーイスカウト10縛年記念写真

ガ田＇＂スカウトとしてg[]j~ft,i 般常Iii幼織凶 ｛昭和14年頃〉

i~lヰ［1 lfi ：匹、r·'td11 1 ：：.；，ζ 於いて成者fir~・全体のホー f スカワトの解散式があり

ました.， ijl~ll1'J' t l－· ~将文・j·.j;J:~》 lf-Jこはり、伝記にfltt~ii1JjJ と J~ りま したnfJ.もu月初Ill

'.1j：~i,41;. i;t+t 州仁村卜j 合 、 j'i レ，~r でjlfi絡らとがなく，，：1i;l fふ

ilf,狗：！211入 •kノトM百十れ』併いてガールスカウ H作；.lh引を成訴訟2・に参加、 JIB

.fll初年.?,'t{鮒5i・Oとして発問し皮（f.I三－＇iit）ま寸·，その fl目、大作お十字令仕1i/Jl.tli!1~

I笠々参Jnlさせてj肉み、その皮に先作にふuにかか均．れの}J！.い:1'1i議等j"J.しま
! t.: .. '1>.~I' は永続；l!i 句・には η ましたこれからむ 14-1-. ’礼金つけ ·c. ~t;Li _uJ思

レil\$.：約ω小 1.:.t:;;-あるカぎりスカウト注量h~続けてhさたいと法りてお •1

まよ'iiま.：rtでさ削Jc7i11~小似にトャンソ’に行き·i& Hill.（くおりましたかとJ.~~ ~ 、

ます〆1.:泌を・，，，心に；j＼” イとガールカリ｝lj.11,てキ.，.ンツしでありま した”今の

ようは tf...;j,災 む f••J {t代〈必Hii-の，，，でトイ レから作ってお灼ました..~jには琵
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Tシニアスカウト隊作成の小川先生に隊げた替え歌
一昭和61年il月28玄締ジャンポリーにてー

'1 
T平成4年 11月8日国立京都圏｜僚会館にて
（先生にとっては最後の結婚式でのスピーチとなった）
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千63321 TEL 07458-3-0043 

奈良県宇陀郡大宇陀町西山 164

増岡清 史 ますおかきょふみ

（玄務先生BS門下生・BS奈良県連盟ilJ連盟長）

小川91.'..ttニ教えられたニと
小Jl19t:包と払のtl:会いは．昭狗4I If. 8 tl.私の住む町．大宇陀町.1iltl1Jでllll殺された．近骨量j也

fi'JJ.修所少年節目時IOIOIに始まリます．

奈良県速にとリまして実修所をl潟恕するのは始めてのことでした．それだけに．どんな渇所がよ
いのか‘.＇！えもわかリませんでした．そのなかで－~わから与い払が I自分の•r に 2 00 ：：ほと
の冒TUのh.Ufめる．モニ伝らいくら木を伐ってもかまわないし、関ffiも自治だJと候補地をあげ．
それをプロ γク会総tニ総司臨．現地縦割持したとふろ真っ向から反対吉れました．
そのl劫ifrは．ピγシリfl竹に目Eわれていて路み込むこともできない状態で．反対されるのは吋え
リ前でした．以附地を引t隠した．私としていまから思うと“冷汗”ものです．総』民OIJには.i骨伎の
判断、ということに与って． 所長でお出に与ったのが小川先生でした．

JJ.!J出企 ごtlになった先生も．とすがに~かれたご儀子でしたが『ここで'.J.i修する ことが、よしプ

ログラムとおりに辺lWで在かくても、 jjj~事者にとって恵まれた~t;t以tのlflttい体験に伝るでしょ

う j と nfttlJでの開館に~み切ヲてくださいました．ここを『五貧山ill幼j と命名されたのもそん

必;Q:昧がζめられていたのとと思います．

地元出身のh置から私に本宿l>I世｛土を命じられまし止 そのため. r~I~期間中終始．先生の必側で過

ごしました．そのお除で昭和38年．始めてfl.の町に闘ができ．行き掛かり上なんとなく臼俊民に

なっただけで.ijf2i!ll'fや進歩制度の澄味さえわかっていない． －ぉ父ちゃんスカウト”の払が．先
隼から主力ウティングの手解き!!JるB里会に恵まれました どんなζとでも．’l:lt!!の伝いものにll.M
させることは Hl~のかかることです．先生にとって髄分．まどろ二しくごJ.iGだったはすですが．

3種々 と微えてくださいました．
スカウテ，ングとスカウトt査官ttウッドタラフト｝とのかかわリの大切t!を教わったのもそのと
君です．%・めてバッI/:J.. プライスを~みる fl.Iこ f：.れを縫うと楽ですよ』と竹を削ってスパfキを

作ゥτ〈ださいました．それには．万年事で『静忍it!行玄』と苦かれていました 以来．その竹
のスパイキは．コースでの事仕をはじめ．主力ウト活動のたび．いつも符ち歩いていましたし．お

亡く伝リに4ょったときご量i&liに実効をご覧浪いておn.申しょげました．
このと患の先生の敏えが.fl.を結劣ゃ；責処置宮、キャンブ銭術．はては耳E細工にのめリ込ますニと
に伝ったのです．つまり. 1ctf.は r~i';f続行J を教えられたのだ．と思い孟す．スカウト彼自tは．

スカウティングを途r＆.するうえでの1i使であるにせよ．野外活動をA基盤とし．その演しみを少年た

・9
1:'I火税制’をされるS¥.'I!（近畿地方災修所10則｝

ちに伝えようとする、 m~~円・がスカウト筏Imに通
じているよとは. l首掠~・としての余仲でめる．と

窓、います．

最近．とか〈理~が先行してスカ・2 ト妓1揺が織

まれる傾向にあるのを感じますが．残念I,;.ニとで

す．

いま．先生の二とを忠、いますとき．そのことを

強く感じてなリません．
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干606 取 075-79ト4059
京都市左ぷIX:F鴨挙合町 72H 

－浦正 みうらただし

(BS京都第~4団ffl! ·育成会長・:lt;Wil!J区協議会長）

『小Ill先生を偲ぶ会』会終 わって

三指

幾多の先清方を穫し伐さ、役同柄ご！曳t拶t告し kげる＇lJをお詳し Fさい。

昭和 ti7 年次募jをカブ隊へ人隊主せる ,7，~ に L主 体 4:f を紡れ、初めて小川先伎

とお会いして 20 余年。そのm1先牛．の御財務そm~ し、お御Jめにより地区

役 ・ 連盟思 •Ji ・ 脊成会長＂！；： スカウティングのお手伝いをさせて l貰いて参り

ました。

スカウト経験のない弘にと勺て、先生のスカウティングに関するーさ一

言が新鮮で奈しく、息子が鴎を餓れた後も人生の舗として本gまで楽しい

時期を過ごさせてTJiきました．

その問問悶25 f,'ij年記念キャンプに診加して以来5ft" fffの記念キャンプ

にお手伝いをさせて的き、今回 45 J;'J年記念に当たり、昨年夏以来小川先

生とご－it; に式典 ・ キャンプ等の~両を練り着々と計画をして参りました．

『小川先生と語る会』としての企濁に然の外お誇びになり、過去の資料

等の j5 をそれはう長しそうにお話にはり、型＼；flt~託児姉とお会い tr. ）反る事を楽

しみにしておられた先生を忽いだし『偲ぶ会』への名祢変更をせざるを得

なく江勺た 'iJ に E佐々銭念。、－ ~でありました。

毎月の問委員会では笑顔を絶やす ~l＇なく認々と諭される織な語りに聞き

ほれて、突いの中での会議IJ（常でした．

J主々の心のゆに常に先偽の教えを併し、スカウティングにぷ仕をする事

をお惑いして、先生のご－~偏をお祈り致します。

弥栄
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〒603 TR 075・23ト2057
京都市北限ミJ'lllf紙同日下ノレ西入ル 285

水 野正 己 みずのまさみ

(8 S京都第38団08・1960.8.25のちかいの式以来の恩師）

スカウト小1113主1事先生の足跡
はじめに
筆者は、小ill先生のヲ｛7・t.H9ーを過してみた$＇－｛ ・ ~b?I運動の展ml過程をiCj量にとどのて

おきたいと考え、 1908年の8月に先生から貸盤なお認を直~お伺いする級会を持った．その
後、関連資粍の収集も手鍋17たため、聞き取り作業の方は遅々として進まないまま今日に
をり、結局、う｛7・tll9『の剛腕財伐に未完のままみとなってしまった．
現在のところ、飽き取り作獲の不徹底、筆者の力不足、紙絡の筋合符により、聞き取り

結巣のほんの一都分しかお伝えできず、残念の－i~に尽きるが、以下では、先生がJ.tl朴il
動の遂に入られた契織を中心に、聞き取りメモを整理して報告する．

l 1930年という年
小ill先生の対外怨を蒜ねると、それは自前日戦前期に巡る．その中で特に！f!i!uな時期は19
30年（官官りから1933年にかけてである．先生がT/.!rl8～21才の頃て’ある． 「父斜が早〈死
に、生活困筋の中でこんなこと｛紛糾活動）をやってきた」と、先生はよくロにされた．
これが正に1930年、先生が18才の時のことである．同じ年iこ、 SSW.の大光速である中野忠
八氏の説〈紛争｝活動に触れる級会のあったことも宥過しil1ない．
先生が実際にJ..'rウ｝活動に多罰されるのは、大谷大学専門部に花学中の1931年（Br:!S)のこ
とであった．同大学では、『2年先輩の日，Fがlbウ｝活動をやっていたので、それに引きず
られてfィ・1主計活動を始めるようになった』という．そして、同年4月に立醤式を行われ
ている．先生は、 f子供とflし、子供と遊ふ・ことが（当時｝勉も安上がり」の余般活動で
あったように述慢されたが、このように子供と向かい合う実務の中からJ..ti?I活動に参画さ
れて行ったのである．
もちろん、この頃は、 fィ・J.b併の略称1はな〈、健児図活動と体されていた．そして、先

生は1931～32年（8~6～7）にかけて、大谷J.Mト系の鍵w.図の彼数の聞の訟rI.に尽力されて
いる．それは、 32£同月（ 867）の大谷健児図迎~（大谷川ウト母図）の結成をもって、戦前
期のピー？を迎える。

2 増員剛本制下に巡動を決；g
先生のJ.Mト活動への第一歩は、以上のように大谷健児問活動を通じたものであった．つ
ぢに、その活動から運動への’滋換について触れてみたい。先生は、ご自身カ」生涯をJ.11併
運動に鯵げるように決断されたきっかけを、 1933年（BtiB）に愛琶湖畔で行った野営、とさ
れている． この野営中に『やる以外にないJという気符ちになり、その後も夢中で取り緩
んできたという．しかし、実際には、子供から教えられることの方が多かったと、疋直な
感想も述べられている．
さて、この野営についてはmmな関き取りを行っτいないので．現.（£1立総述できない．
しかし．これ古喧媛的契8であるとすれば、やはりその首長をとしての戦時体制下という往
会情勢も、先生と1カウト運動との関わりを考える時に、非常にffi 裂な~黙のように怒われる．

3 もうひとつの条件：械業
先生はご自身の.Xbウト運動を振り返ってみて、 f』β主ゃからできた」という気がしている
という含漢を口にされτいた。 194 9年（目的4)に本綴苦手の勤めを終し、いわば専業往織に
なられたが、それは 「臼分の守がかわいい』という思い由旬虫かったからとも曾われている。
しかしながら、その住臓の総分もそこそこに、ゃれれがだ~習所だと 『aウト51'\i益いになっ
て』おられた先生の淡を惚えておられる'jJも、いまだ数多いことと忠われる．
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〒604 TEL 075-231 -6002 
ょ；amr11r11京区丸太IUTlfil堺mr阿入鍵庄町66位竹ピル4F
宮西徳明 みやにしとくあき

(BS京都第38団08)

当時、ひ弱な小学生だった私を心配したan置か、 知人の紹介で、 カプ
スカウトに入問主せてくれました。

母に手を引かれ、寺町通りを上がっていく≫？い道程、長休寺の門をく

ぐって、本堂の織をj且り、 1長の広場へ ・・・ ・今から約30年前の心象

風景が犯と小Jll先生との出会いでした．

以後、中学、高校時代の多感な r青春前期」 （弘の『資春後期』は

r法律Jとの出会いからでした．｝に、小川先生の御指導の下、スカウ

ト活動を通じ、 自然に~lしむことを教えて頂き、 多 く の友を1!1-ました。

この時期の数かぎりない rいい思い出』か自分には大切な宝物です。

これからも、小川先生は、多くの人の心のゆに生~続けられふことと

思います。先生、本当に省り葬者うございました。
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〒540 TEL 06’761-8221 
大阪市中央区内久宝寺町3丁目3昏10号

目幸等倦 みゆきとうせん

｛大谷スカウト還合協議会委員長・BS大阪第41回国委員長｝

九:t'c ~::t.必ψげ予iio3f if-I自立帯：ぅ＼＇＂.Lト同事~~市恥丙Tら'el1 
t＂ニデ批7宿した 3.)：；＼＂ 大 r~W.$J事件f討τ・ 有安t;t 寸 ．
／令11· ）し， n~ ι，，，·{' I恥 ·1、 τ4で）~＼な 1唱ヨ~%面色 Lぺ ＼＼＇k こ 、ι 、 Irむれ

を、1・1・希有ず引率、、閉ざい i混同？縫彦lr-;!-i¥_ l 11L ＇＇‘、 k乙ヒ
ザ間九すい永4布。
マn伐に%－初叫ん？d主主ル1 、冷沢町長ふ／」寄小者少気~、t ~官

挑んな糸仰いホ（）.b.7）「ふも（）o-J&）町若貫t』州七．す弘町
のをゐ令t等4主荷倉tな＼．斥すすF有i句令-,y.1判”こ．副）I母l_f!1.j'ケテギ友
s干も Lt 苦ミ主~ 1~·ιPb吹仇r守声？へJtU宇zぎ常待‘ し初¥d｝屯付し寸
骨伐下酔1斤也1'.:.'t ~ ｝.ちゅ~'oZ 金わふ芳Lぃ、で＼）！｝， ~ゼ
ヂ札

れ Lt1宕レ1訂tt1rf内 1. ~1 i代＂＇－¥r -1j !]-, ~乏~杭完之、設ムシ）;t 
1'r:l··し ~ 't以tメマ吸いり杓1支夕、ιfI柄拘t及れし
め官＼＇－＼守乃ゆ、仏煎レHtれI＞長i"{, J.;ら4＇－丸山 γ 均三キい九l~1 ・

Jo ~＂~‘） －予知dれれ ~A長しの l副主立与く！'b...仇、ぃ内~~ q~··判 7,, 
け入、印』、オ二主導められr¥.iをいγイアl曹オこ伴忘秋3冴n悲し
t丸山州む内向性ゆれよふらやけ5。汚か除
決寸、レt乙利也ん，

すまい・‘え咋目、l'¥i、効あ宮内九‘等主イ降がわかわ1い咋
｛長々、一え

J均己主μ，.，，.ゐ凡ご冴丞rt先昔、こ：会五l"-ij;jべd老玖；叫釧J1t:t.玖・？？ふ
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千920 TEL 0762-3ト6115
石川県金沢iii本lllf1γ口2&10号西福寺

三輪谷 5心 みわたにしん

｛自祢不肖の弟 ・BS金沢第1団・石川県lm胞盟長）

明、平成6年は、私たち令沢第一回の創設60知l年になります。l0年UIT

50周年の時には、わざわざ小川先fj~ご夫友に金沢までおいでいただいて、

式典に礁を添えていただきましたので、今伎の60同年にも必ずおいで下さ

いと、お約束申し上げておりましたのに一一一

野間修先生亡き後、大谷スカウ トの:ririかしい｝経史の生きfJE人として、また

日本スカウト迫のうも述であり、我が仰であり、兄とおおいした先生一一ー

打、の限や、肝・胆の手術のことなど、ご向分のことを忘れて、ご心配いた

だいた先生ーー一 向：念であります。

しかし、お亡くなりになったあと、先生ご夫'!fa.の務き日の一途なロマンス

エピソードをお開きし、さすが小Jll先生！ お幸せだ勺たのだなあーと、あ

の先生の傍しさと忽いやりの深さと芯の強さの泌密を思い知らされ、悲しみ

の中にも信号しく存じました。 fl.、もあといくlまくもなく、お供いたします

。ご迷惑でしょうが先生のキャンプサイトの一隅を、どうぞ~.Itて待ってい

て下さい。 合余

合 1
小川玄2事2司． 

一一 一－ - 一一一 一 一ーしまたたくほしのきよらゆくー か ζむかがりび いましずかー

t:i::'惨事司－＝＝一一 －－ 

なとりっきねど はらからのー たのしさつどいお”もいでにー

2.ζζろのしらべ みちたりて み苧にゆだねし今回のさち

あわず手と手に よろζび宅 ふかくおもいてねむらはん

おやすみなさい
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〒605 TEL 075-561-0093 
京都rlf.!.ll1l1l孟白川筋三条下ル梅宮町 485

八木 清 ゃぎきよし

（盟友 ・BS京都連盟 Ii!鼠理長｝

小川玄 諦師を偲んで

小川師のご急逝の報に接し、 『細かJfに新年を迎えて、祝.t＜をかわし得ます桜びと
共に、ご健Lliを念じます。1との年n状を頂いて尚もないのに。そして、ふと段後
にお会いした4閉の40周年記念式典があった目、それが、 60行余年スカウティング

で結ばれた友情の生ある内の蔽後となったことを。

初めてお伺にかかったのは、何時、何処と記憶がないが、昭和6年、大谷大学w.
門学校在学中、 fちかし、の式』をされ、大谷都健児問のt持軍bに従~Fされているとい

う記録によると、当時、第2倣児白lの同長をしていた私；とは、その頃ではなかった

かとJ思う。

舗のご性絡は、温厚で、 tlの；；2数量反らしい緩やかなお言語綴りだったが、事、スカ

ウティングに｜剥しては、 B・Pのスカウト精神にのっとり、 一寸の妥協も許されな

かった。

附と特に、線しく、ご援助してm~ 、たのは、戦後、京都主l!仰の.，tj~のH主である。

昭和214'，東京で、故三fl総長のr1ilit述動に呼応して、京都のスカウト巡動のおlj~台才f

故中野2.八先主主が、向志を集めて干専処に右手されたが、不幸、24句＇.9月にご急逝さ

れ、私が引き絞いだときに、自主銅山陥三氏、役中野恭雄氏等とJtに、手伝って下さ

れ、同年12月I¥n に、京都述盟結成にこぎ活けたのである。 •Jf後は、指導者のをk1守

ifiiのご抑．さiをお願いした。

師との関係を考えると限りがないが、せめて、 2是正J後のギ成7年の述却の80Ji4~1'­

の記念式典を、ご一緒にやりたか勺た。

今、ここに、かけがえのない先党者を失ったのは、残念の極みでありますが、 ，I 二

語王をスカウトのi笹に搾

したカ〈、ここに、思を新たにし、スカウ卜の弥栄・をもって、ごjfi志に応えることを、

こ－~I削こま号いますの
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〒602 TEL 075-45ト6287
点都市上京区新町ifil骸烏口下る下消成円mr111 
八木生次 ゃぎ せいじ

(BS京都知8団在籍・cs元隊長・団3委員｝

'I ＇川｜先生の忠い広 ，，木生；え

＼ ~ll J:r. 0)捧じ先住め色、見返り をうctて走.l.<. /11＂長引ン
Wえユ年）。 未知、ト遣 は主体み後キ q乱れもピ’ 1t•： 史 b''
ヰ与cぶ t"1>'. F リーダン が堵 ‘｝々 、 て 、、M ・λ昔、トI主盈ぐ

回野 1 0 貝「長坪~
け息数」 6).:r ......え
て偽ーt主申、ら お舎の垂
史マ主主a生、、立ら．
.J8LfJ~色’J （担当局fOI 
棋予定茸i<＊吐息 Lユ
怠まれt-:..

時~1 企て”お臓、、 L
ていc:o＇＼.ンラ，μ.t・・1a
忠ワl:.'t~i旨町民主金
の~~ 't’t子、f三．

三，~ じ時 ＇J ミぜよ」
ヒ．事1さにリI:.(. f>、ヲ
kがおも震を T員き
垂主る見・いて.J,..託。

宅、t ，、内暴体
でゐ、とEえ下ごも l.'£ l= 
畏争 舟？~ し伝 と．
毒見苦すき争色＇ A尋CJ
l('-:.0 

岳民闘をi《 τもらラf功 、こ・・包鳥川食しも、司（：少年時村ぞ巷め
M 併の勺斗什阜う￥1主句史る ま匂さ・‘しt’誇ペ付ヲ九
正fまれぽ＼~ 蛤司 τ 手じιE量約隊全3・4 開tt~＂ 「よくわ叫ん」「t：.いくつ」
氏、 t-:b＇－.最旬1”挑内：i~刊 ~11.'t臥 じ恥 いい．号、r－..。

-63-



〒603 TEL 075-493・9977

京都tli北区大＇r？；玄琢北東町 ト16
山 岡隆久 やまおかたかひさ

(B S京都第38団OB)

支豆、の、），＇＇）先立の急殺には人文堂~ j I k.わざ ゐ窃~K. -r_J＇τ 
き土ちぶ従果差点昌司ヒ、音象的誘と と2i悲l、、尋2・司。
払1~. 飽和 46年10お！日に rちか、、ム式J幻 7.. 1]プ貫主〈入前υ；よ
系 之之年向介在銘y'-fJ勺1.~ j t k.λ呈の砕々KIJ.、J-.."l長」笠内ゐ
言葉を吸い2.坂長＼( j.、ソユ｜火元Aにと.. ;21~. めニ及乞充主的 Fプ
言色包鼠＜ J与品1＼＇で~~ 、、 苅、乞鬼うヒ．碍d ”τ つリ 3立L
下凪写l1~. 刀？”婚にの r l 司、J 内 ~K毛Pl告 Z.＂. 治義金之‘ IZ 、、J と
こδ色．建皇内義告し·K $..f:!: よとか、2~. ホ”民主ぶ 議、モ下2ゥ弘初
τ司 ． 先j.1'j 、 ご術者＜.~.tκ 忌当時組j桜町あ ＇） 缶、χ 五と．宏、チ母（
当時PM.)lご、あ、ウ I..<a.., 1、）Y... をみτヨ。
スカうト崎千t‘．先主え今ぐm’＇）-1・－の方qに .k..r ... ~ふザ2換、、た希神ε
パンスK ごJゅ弘元f~＇I. ~・バιにも討＼'t.伝え2Hこうにたい急百．

議~r；；；主トミ：~li~r~＇~’＇＂~~予告ー抗日rン 一 ι ョー一一日

一[ii
盗事

鍋11寺の桜の持｛はまだiEif針。聞にもな勺ていなL～
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，時

〒603 TEl 075’464-7722 

京都市北区紫野下柏野IITJ16・9 

山岡晴枝 やまおかはるえ

(BS奈mi第38団育成会OB・元DM)

え牽ゎ3孝.t..I：んそまわす本J剥
討がよれ乏いっぱいに花川く

-65-



〒603 TEL 075-492-2925 
京都市北区小山上内河原町 31

山川常七 やまかわっねしち

(8 S京都第38団育成会・二人の子供がお世話になっ疋）

小11＼免生ては-az弁。“写仁王昔、Sであづたず℃史、い
まれて忍努時もがき矢水野孝忍η紹介？サシ／刊の

カフ”憐lニ入隊代て吋ζ同ねが団を表勺請習毛？にみ力。

して先生のι、言ちも向＼， r:'l~ ガ5 志、亡く弘、）にfJ ~ま1・20情余写
lミふた I）仰すき令＼＼させTl＼長ぞき、二勺も導 L巾げさましアニ。

者L初 η 印象 l家、 L、科，，，~＼＼.約者削、な先生Eいうコ・f'L1=;
/i;r~ 1~0 5ないれにスカうト予銭円キイ主3合意万件角うしきt
L方支えい存Tよさ、！!3を置として又 1）ー守、L之Lてま刀、・・11f-J-1い二も

久住宅3こけ1・出来たのも先生勺志、かげです．
スヵ勺ト にすすしtt. 1）－守二 1~7すけもあえまでもを川1コ任や
自主・円主導をさtれ開かいこ三IJ持荷主札苓：寝1司ず机lず

遁成に添え5れ．牝主句3包
〉守ベτにt犬て”寺花，3主《見キフてい吋＝納L 事Gピ：冷支むず

先生町f普犬き1ζ豆京カぐ下が3衣どL、て怜す． 
会ム℃雪之内1亡l志春イ士させて い？と「えきf-lみを放討 いT二点．
免、予Tこち二人l－＝ほ l同二4キ礁をiili..l .. 1す牧で同寺うれ小、
北ηれそ何させてひたぢさまLt：：：.をしてよ？私の了支給者別え勺

語1¥ft.来に而守之キ伴内末者対を長帆すに弓札可取勺人宝モ~
ムでく札3これ思います．ご札もかでえ 1：：先生町 ご鴻等崎

工業見子ぴピ＇t；ト飲語知しています．
約交！主れ、 ぇ表決力、‘サシJ~何 ぞ局長町長め に少L 1"t J.· ~互に
江て~ －：℃が先いこ、安 l：：寺1l'-' ~ごてて新li言しt ぺ事．
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〒606 取 075-721-2144 
;;am, i/Diil豆F鴨F川原町60 
若城道雄 わかしろみちお

｛昭和24.f草BS京都第4団入隊以来指導を受く）

2月28日の団委員会は‘ 45周年記念行事のプログラムを検討する予定

であったが、リーダーサイドの集まりが惑〈‘小JII先生もど用事とかで、
いつものように育成会長の司会で始まった．団の現状から判断して、いま

45周年を大々的に祝うより、 50周年に向げて雌伏するときではないか
しかし、小川先生も50周年というと 86、数えで言えlま．米寿になられ
る．それまでお元気でおられれば良いが、やはりお元気な今のうちに、

45周年をやるべきかなー、と育成会長の独り言のようなお話を聞いて
いるうちに、小JII先生もお見えになり‘いつしか45周年の話にはいり込
んでいた。このところ、不順な天候で、悪い風泌が流行っており、おたが

い注意せねばと、団委貝会も終り、いつものように、ハウスの階段から

小川先生の見送りを受けて、寒夜の中を家路へ急いだ．そして、 2週間後
のご言ト報、家族一同が呆然とした．

私は、昭和24年下関中学に入るやいなや、現在の4団、当時の4隊に入
隊し．先生の源陶を受けることになった..i!居前でテントを張ったジャン
ポリ一、初めての東京、焼け妓った本願寺}llj院の仮is.畳敷のトイレ．
北小松の恒例のキャンプ、~の森でのキャンポリ一、優勝して当然と期待
され辛い患いもした．しかし、ファイアの残り火に照らされ．肩を組み、

ハミングのなかで、もの静かにスカウトのillを説かれる小川先生のあの
お話は、聞いた者でなければ分からない．太古に戻ったような漆黒のなか

で不思議な説得力のある大好きな時間であった．大学に入った夏の大悲閣

のキャンプに隊付として、御礼場公し．しばらくスカウトと縁が切れてい

たが、宝塚の社宅から下車身に帰り、~男の成長とともに、貌子ニ代にわた
り、 4固にお世話になることになった．それからでも、 14. 5年にもな

る．いささか低調な4団の現状にたいし、少数精鋭を設かれた先生、ご患

に報いるととなく、心寂しい患いをさせたことを悔いるばかりである。

私のような心弱い人聞が．追を踏み外すことなく．何とか正道を歩んで釆

れたのも、 少年の頃、小川先生のこ1白羽を受~1. ちかい‘おきての教えに
大きく外れることなく人生を生きるよう紛された先生のお蔭であろう．

スカウトの先進というより、人生の師を失い、心のi処所を失っているとい
うのが正直なところである．

1態勢を嫌い、質索を車事ぴ、常に野にあって人のi箇を税かれた先生、今は
ない．心にポッカリ穴が開いている．悲しい限りである．
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